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こ
の
企
画
は
、
関
東
学
生
新

聞
連
盟
に
所
属
す
る
７
大
学
新

聞
会
が
合
同
で
ひ
と
つ
の
紙
面

を
作
成
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
今
回
の
テ
ー
マ
「
職
業
と

し
て
の
教
員
」
で
は
、
各
大
学

に
勤
務
す
る
教
員
に
焦
点
を
当

て
、
雇
用
の
現
状
や
、
教
育
・

研
究
・
職
務
の
両
立
、
ま
た
企

  

関
東
学
生
新
聞
連
盟
は

２
０
０
８
年
に
関
東
地
方
の

学
生
新
聞
団
体
の
相
互
扶
助

を
目
的
と
し
て
発
足
し
た
。

２
０
１
６
年
10
月
現
在
、
青
山

学
院
大
学
、
慶
応
義
塾
大
学
、

上
智
大
学
、
筑
波
大
学
、
東
京

理
科
大
学
、
一
橋
大
学
、
法
政

大
学
の
７
大
学
が
加
盟
し
、
活

理
学
な
ど
、
ト
レ
ー
ナ
ー
の

仕
事
に
役
立
つ
専
門
家
が
多

く
、
勉
強
に
な
る
」
と
話
す
。 

　

ト
レ
ー
ナ
ー
の
第
一
人
者

だ
が
「
あ
く
ま
で
大
学
の
職
務

が
優
先
」。
ト
レ
ー
ナ
ー
の
仕

事
は
、
基
本
は
週
末
の
み
。
大

学
で
は
、
体
育
専
門
学
群
以
外

の
一
般
の
学
生
へ
の
指
導
も
重

視
し
、
必
修
科
目
の
体
育
で
ゴ

ル
フ
を
受
け
持
つ
。「
授
業
で

学
生
に
新
た
な
知
識
や
技
術
を

授
け
、
視
野
を
広
げ
る
の
が
教

員
の
役
目
」
と
話
す
。 

　

指
導
方
法
に
は
信
念
が
あ

る
。「
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
情
報

を
入
手
で
き
る
現
代
だ
か
ら
こ

そ
、
学
生
に
面
と
向
か
い
指
導

し
た
い
」
と
話
し
、
ゴ
ル
フ
の

授
業
で
は
、
学
生
と
の
対
話
を

重
視
。
対
話
を
通
し
て
学
生
の

身
体
の
調
子
や
心
の
変
化
を
見

極
め
、
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た

指
導
を
行
う
。 

　

教
員
の
や
り
が
い
を
感
じ

る
時
は
、
学
生
に
「
分
か
り

や
す
い
」
と
言
わ
れ
る
と
き
。

「
限
ら
れ
た
授
業
時
間
の
中

で
、
学
生
に
で
き
る
限
り
の

指
導
を
し
た
い
」
と
話
し
た
。

動
し
て
い
る
。
月
一
度
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
中
心
に
、
互
い
の

紙
面
検
討
、
新
聞
作
成
の
技
術

交
換
な
ど
、
各
新
聞
の
質
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
他
、

今
回
の
よ
う
な
合
同
紙
面
企
画

や
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
す
る
な

ど
、
学
生
新
聞
が
ま
す
ま
す
活

発
化
す
る
よ
う
尽
力
に
努
め
る
。 

  

白
木
仁
教
授
（
体
育
系
）
は

大
学
教
員
と
し
て
１
、２
年
生

対
象
の
体
育
の
必
修
科
目
で
、

ゴ
ル
フ
の
指
導
を
行
う
一

方
、「
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ト
レ
ー

ナ
ー
」
と
し
て
、
五
輪
選
手

な
ど
の
世
界
レ
ベ
ル
の
選
手

の
体
調
管
理
を
行
う
。 

　

大
学
２
年
の
時
に
陸
上
部

で
膝
を
故
障
し
た
経
験
か
ら

「
選
手
を
身
体
的
に
支
援
す

る
こ
と
」
に
興
味
を
持
っ
た
。

「
ト
レ
ー
ナ
ー
」
と
い
う
職

が
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
当

時
か
ら
、
独
学
で
選
手
の
支

援
法
を
勉
強
。
膝
を
故
障
し

た
後
は
陸
上
部
員
の
体
調
や

戦
績
の
管
理
を
し
た
。「
当

時
は
テ
ー
ピ
ン
グ
と
い
う
言

葉
す
ら
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
」
と
振
り
返
る
。 

  

職
業
に
つ
い
て
、
文
学
や

文
学
者
を
通
し
て
知
る
こ
と

は
少
な
く
な
い
。
か
の
文
豪
、

夏
目
漱
石
は
「
道
楽
と
職
業
」

と
い
う
題
目
で
講
演
を
し
、

自
身
の
職
業
観
を
語
っ
た
。

文
学
と
大
学
教
授
と
い
う
職

業
に
つ
い
て
、
上
智
大
学
文

学
部
国
文
学
科
の
小
林
幸
夫

教
授
に
話
を
聞
い
た
。 

  

小
林
教
授
は
、
上
智
大
学
で

修
士
の
学
位
を
修
得
。
同
大
学

博
士
課
程
在
籍
中
に
作
新
学
院

女
子
短
期
大
学
の
講
師
が
決
ま

り
、
そ
の
後
助
教
授
に
。
現
在

　

筑
波
大
大
学
院
で
解
剖
学

を
学
び
、
卒
業
後
は
２
年
間
、

総
合
ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
「
ア

シ
ッ
ク
ス
」
で
同
社
の
選
手

の
ト
レ
ー
ナ
ー
を
勤
め
た
。

だ
が
、「
仕
事
が
少
な
く
、
や

り
が
い
を
感
じ
な
か
っ
た
」。 

　

そ
ん
な
中
、
筑
波
大
の

体
育
セ
ン
タ
ー
技
官
（
当

時
）
の
募
集
を
知
り
、「
再

び
大
学
で
ト
レ
ー
ナ
ー
の
研

究
を
し
た
い
」
と
応
募
し
、

１
９
８
５
年
よ
り
技
官
に
。

そ
の
後
、
名
城
大
学
講
師
を

経
て
91
年
に
筑
波
大
の
講
師

と
し
て
採
用
さ
れ
た
。 

　

筑
波
大
で
は
選
手
の
体
脂

肪
率
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
な
ど
の

医
学
的
デ
ー
タ
を
精
密
に
管

理
。
そ
れ
に
合
わ
せ
た
指
導

が
高
く
評
価
さ
れ
、
元
プ
ロ

野
球
選
手
の
工
藤
公
康
選
手

（
現
・
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー

ク
ス
監
督
）
や
世
界
レ
ベ
ル

の
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ

ミ
ン
グ
の
選
手
な
ど
の
ト

レ
ー
ナ
ー
に
な
っ
た
。 

　
以
降
、
教
員
と
ト
レ
ー
ナ
ー

を
両
立
し
て
き
た
。「
筑
波
大

に
は
、
コ
ー
チ
ン
グ
学
や
心

だ
」
と
大
学
教
員
と
し
て
の

使
命
を
語
る
。
ま
た
、
学
内

の
運
営
な
ど
を
中
心
に
据
え
、

研
究
者
の
側
面
を
失
っ
た
生

き
方
は
し
た
く
な
い
と
い
う
。 

  

他
の
大
学
で
は
「
文
学
か
ら

見
る
職
業
」
と
い
う
科
目
を
開

講
し
て
い
る
小
林
教
授
。
講
義

内
で
は
学
生
に
「
仕
事
は
、
生

涯
を
か
け
て
成
し
遂
げ
る
も
の

と
最
低
限
の
生
活
に
必
要
な
金

銭
を
稼
ぐ
も
の
の
大
き
く
二
つ

に
分
け
ら
れ
る
」
と
仕
事
観
を

語
る
。
た
だ
、
後
者
は
な
る

べ
く
せ
ず
に
生
き
る
こ
と
が

夢
で
、
で
き
る
限
り
全
く
労

働
せ
ず
に
生
き
た
い
と
語
っ

た
。
例
と
し
て
、
作
家
、
武

者
小
路
実
篤
が
作
っ
た
「
新

し
き
村
」
を
挙
げ
た
。
労
働

時
間
は
最
低
限
に
抑
え
、
そ

の
他
の
時
間
を
陶
芸
な
ど
芸

術
的
な
活
動
に
使
い
、
自
分

の
精
神
性
を
高
め
る
よ
う
な

業
等
の
研
究
機
関
で
は
な
く
大

学
教
員
を
選
択
し
た
理
由
な
ど

を
、
大
学
ご
と
・
分
野
ご
と
に

比
較
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
教
員
の
姿

を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
学

教
員
を
卒
業
後
の
進
路
と
し
て

志
望
す
る
学
生
に
と
っ
て
の
指

標
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

は
本
学
の
国
文
学
科
教
授
と
し

て
文
学
研
究
科
委
員
長
も
務
め

る
。
専
門
は
森
鴎
外
や
志
賀
直

哉
を
中
心
に
日
本
の
近
代
文
学

を
、
加
え
て
近
代
短
歌
に
つ
い

て
研
究
を
し
て
い
る
。 

  

自
身
の
経
緯
に
つ
い
て
、
職

業
と
し
て
大
学
教
授
を
志
し
た

こ
と
は
一
度
も
な
い
と
小
林
教

授
。
好
き
な
研
究
を
よ
り
長
く

続
け
ら
れ
る
と
し
て
大
学
教
授

に
。
労
働
と
は
や
り
た
く
な
い

こ
と
を
し
て
い
る
時
で
あ
り
、

し
ば
し
ば
講
義
内
で
「
教
え
る

こ
と
が
嫌
い
だ
け
れ
ど
、
研
究

だ
け
で
は
食
っ
て
い
け
な
い
か

ら
仕
方
な
く
教
え
て
い
る
」
と

学
生
に
言
う
ほ
ど
。 

  

し
か
し
、
大
学
教
授
を
続
け

て
い
く
中
で
、
自
分
は
こ
の
職

業
に
向
い
て
い
る
と
感
じ
た

と
い
う
。
教
員
で
あ
り
、
研
究

者
で
も
あ
る
大
学
教
授
だ
か

ら
こ
そ
、
学
生
に
最
先
端
を
教

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
使
命

を
見
出
し
た
か
ら
だ
。「
最
先

端
の
事
柄
を
教
え
な
く
て
何

を
教
え
る
の
か
。
理
解
の
た
め

に
基
礎
も
必
要
だ
が
、
そ
れ
に

終
始
し
て
し
ま
っ
て
は
ダ
メ

  

昨
年
度
か
ら
筑
波
大
に
務
め

る
落
合
陽
一
助
教
（
図
情
メ
系
）

は
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用
い
た
作

品
制
作
で
「
現
代
の
魔
法
使
い
」

と
呼
ば
れ
、
最
近
で
は
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
に
も
多
数
出
演
し
て

い
る
。
多
方
面
で
の
活
躍
中
の

「
現
代
の
魔
法
使
い
」
の
、
教
員

と
し
て
の
一
面
を
取
材
し
た
。 

　

落
合
助
教
の
今
年
度
の
授

業
は
７
つ
で
、
ク
ラ
ス
担
任

も
務
め
る
。
新
入
生
を
対
象

に
、
春
学
期
に
ク
ラ
ス
担
任

が
レ
ポ
ー
ト
作
成
の
基
本
な

ど
を
教
え
る
「
フ
レ
ッ
シ
ュ

マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
学
生

に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を

用
い
た
自
己
紹
介
を
さ
せ
た
。 

　
授
業
方
法
も
独
特
だ
。
１・２

年
次
対
象
の
「
コ
ン
テ
ン
ツ
応

用
論
」
で
は
、
授
業
へ
の
質
問

や
感
想
を
学
生
が
ツ
イ
ッ
タ
ー

で
授
業
名
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を

つ
け
て
ツ
イ
ー
ト
。
落
合
助
教

が
そ
れ
を
見
て
授
業
に
反
映
さ

せ
る
。
ま
た
学
生
の
レ
ポ
ー
ト

は
ネ
ッ
ト
で
公
開
。
１
週
間
の

閲
覧
数
が
９
０
０
０
件
を
越
え

る
場
合
も
あ
る
。 

　

自
身
が
主
催
す
る
「
デ
ジ
タ

ル
ネ
イ
チ
ャ
ー
研
究
室
」
に
は

現
在
約
20
人
が
所
属
し
、
う
ち

13
人
は
自
身
も
卒
業
生
で
あ
る

Ａ
Ｒ
Ｅ
（
先
導
的
研
究
者
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
学
生
。「
学

生
の
論
文
が
学
会
な
ど
の
選
考

を
通
っ
た
時
が
一
番
う
れ
し
い
」

と
話
す
。「
今
の
日
本
で
勝
つ
に

は
、
何
事
に
も
時
間
を
か
け
る

必
要
が
あ
る
。
社
会
で
消
耗
し

な
い
学
生
を
育
て
た
い
」 

　
一
方
で
、事
務
仕
事
も
多
い
。

学
部
ご
と
に
教
員
が
組
織
す

る
広
報
委
員
会
に
所
属
し
、
大

学
説
明
会
の
準
備
な
ど
を
行

う
ほ
か
、
週
１
～
２
回
の
会

議
や
大
学
入
試
に
関
わ
る
仕

事
も
。「
特
に
大
学
入
試
の
関

連
業
務
は
、
学
会
の
発
表
原

稿
の
締
め
切
り
と
重
な
る
こ

と
も
多
く
、
徹
夜
が
続
く
」 

　

最
近
で
は
メ
デ
ィ
ア
露
出
も

増
え
、
常
に
仕
事
に
追
わ
れ
る
。

睡
眠
時
間
は
平
均
４
時
間
ほ
ど

で
、
研
究
室
に
は
着
替
え
と
簡

易
ベ
ッ
ド
を
常
備
す
る
。「
今
一

番
欲
し
い
も
の
は
シ
ャ
ワ
ー
室
」

と
も
話
す
が
、「
筑
波
大
は
自
分

の
研
究
が
で
き
る
数
少
な
い
環

境
だ
」
と
い
う
。 

　
今
後
の
大
学
と
教
員
に
つ
い

て
は
「
大
学
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
の
前
段
階
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
の
よ
う
な
も
の
」
と
持
論
を

展
開
。「
今
の
大
学
は
『
こ
う

あ
る
べ
き
』
と
い
う
制
約
に
と

ら
わ
れ
す
ぎ
だ
」と
指
摘
し
た
。 

　

教
員
が
授
業
や
研
究
以
外

の
事
務
に
忙
殺
さ
れ
る
現
状

に
つ
い
て
も
「
専
攻
の
基
礎
分

野
の
授
業
は
非
常
勤
講
師
に

委
任
す
る
な
ど
、
教
員
が
専
門

的
な
教
育
・
研
究
に
専
念
で

き
る
よ
う
に
す
る
べ
き
」
と

指
摘
。「
予
算
が
年
々
減
少
す

る
中
、
筑
波
大
は
も
っ
と
『
経

営
を
回
す
』
こ
と
を
考
え
て
い

く
べ
き
で
は
」
と
述
べ
た
。 

  

◆
落
合
陽
一
＝
１
９
８
７
年

生
ま
れ
。
２
０
０
７
年
に
筑
波

大
に
入
学
後
、
11
年
に
東
京
大

学
大
学
院
に
進
む
。
飛
び
級
で

15
年
に
卒
業
し
、
筑
波
大
の

図
書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
系
の

助
教
に
就
任
し
た
。
人
間
と

自
然
、
デ
ジ
タ
ル
を
融
合
し
た

「
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
チ
ャ
ー
」
の

世
界
観
を
提
唱
し
、
そ
の
研
究

と
作
品
制
作
で
世
界
的
に
高

い
評
価
を
得
て
い
る
。  

生
き
方
を
実
践
し
て
い
る
村

だ
。「
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に

し
て
生
活
す
る
の
が
一
番
だ

が
、
そ
れ
を
掴
み
と
れ
る
人

は
一
握
り
だ
。
仕
事
は
ほ
ど

ほ
ど
に
、
残
り
の
時
間
を
趣

味
に
費
や
せ
る
よ
う
な
生
活

を
掴
む
努
力
も
必
要
で
は
な

い
か
」
と
し
、「
仕
事
そ
の
も

の
が
好
き
な
人
は
も
ち
ろ
ん
、

仕
事
だ
け
を
し
て
良
い
け
ど

ね
」
と
付
け
加
え
た
。 

▲筑波大学・白木仁教授

▲上智大学・小林幸夫教授

▲筑波大学・落合陽一教授

白
木
仁
教
授

筑
波
大
学

筑
波
大
学

落
合
陽
一
教
授

関
東
学
生
新
聞
連
盟

　
　
合
同
紙
面

上
智
大
学小

林
幸
夫
教
授


